
全教神戸市教職員組合との交渉議事録 

 

１．日 時：令和４年 12月 15 日（木）17:30～19:25 

２．場 所：教育委員会会議室 

３．出席者： 

 （ 市 ）教科指導課長、担当係長、学校環境整備課長 

     学校経営支援課長、担当係長、情報管理担当課長、担当係長 

     教職員課長、担当係長、他 1名 

（組合）委員長 1名、副委員長 2名、書記長、書記次長 1名、他 2名 

４. 議 題： 

５. 発言内容： 

（組） 本日は全教神戸に時間を割いていただいてありがとうございます。我々組合としま

しては、この教育委員会との交渉を組合として大事な三本柱の１つと捉えておりま

す。現場の生の声をお伝えすることで、よりよい教育を目指すということで非常に大

事な会だと思っていますので、どうか我々の訴えも聞いていただきまして、できまし

たら改善の方向で考えていただけたらと思いますので、どうぞよろしくお願いしま

す。 

（組） それでは教科指導課については、書記次長が担当しておりますので、書記次長から

発言させていただきます。よろしくお願いします。 

（組） 青陽須磨支援学校で勤務しております〇〇です。学力テストのことでお時間取らせ

ていただきたいなと思っています。資料のほうを配らせていただきましたけれども、

最初に私のほうから１点お願いですけれども、学力テストというのは教員の労働時

間と、子供たちの時間を考慮すると、私の考えとしてはメリットがないので、全国版

も、神戸版もやめていただきたいなと思っています。その点に関していかがでしょう

か。また、学力テストをしている目的というのは、神戸市教育委員会としてはどのよ

うにお考えでしょうか。 

（市） 文科省が趣旨として述べられているとおりとお考えいただいて結構です。 

（組） 神戸市教育委員会としても同じようなメリットがあるというふうにお考えという。 

（市） そういう考えです。 

（組） すみません。私のほうから３点ちょっとお話しさせていただきますけれども。去年

も同じものを配らせていただきましたが、今、福岡教育大学で准教授をされている川

口俊明さんという方がこういった本を出しています。この方には連絡を取って許可

もいただいて、今日配付させていただいています。 

    川口さんは文部科学省の全国的な学力調査に関する専門家会議の委員をされてい

た方で、その方が「なぜ失敗したのか」というタイトルで本を出しているので、その

内容からちょっと指摘をさせていただきたいと思います。 

    １つ目ですが、まずＣＲＴというふうにここに書いてあるんですけれども、全国の

教育テストというのは 100 点満点のテスト、テストって大体そうですけれども、そう



いうふうになっていまして、毎年同じようなテストをするわけがないので問題自体

難易度が変化しているため、実際受験者の学力とテストの内容、難易度というのを判

断できないテストだとおっしゃっています。 

   これは全国学力テストです。これは研究をされている方がそういうことを言ってい

ます。ただ、もちろん難易度が変わるから、じゃあ毎年同じテストをすればいいかと

いうと、当然それは対策ができてしまうので、そういうことはできないというふうな

テストになっています。 

    それに対して、ＩＲＴというのが出てくるテストですが、ＰＩＳＡとか、ＴＯＥＩ

Ｃとか、ＴＯＥＦＬ、世界的に有名なテストは、項目反応理論というのを採用してい

ます。それがＩＲＴですけれども。どういうことかというと、テストの問題一つ一つ

に難易度がついています。第１問はＡとか、第２問はＢとかというのが入る。それを

すごい量をストックしておいて、入れ替えることで、毎年テストの内容は同じになる

ようにすごく注意して設計しているものです。そういうことをしないと、この川口さ

んが言うには、そもそも子供たちの学力が上がっているのか、下がっているのか調査

できないということを、これは多分テスト学会的なテストの全世界的な標準みたい

ですけど、指摘をしています。 

    なので、日本が行っている全国学力テストがＩＲＴ理論にのっとっていないので、

子供たちの学力を文科省が測る場、それによって教育効果を図るということがまず

できないという指摘をされています。私自身も同じ意見なので、その点を踏まえて、

ほんとにそれが必要なのかというのを一度検討していただきたいと思います。 

    そもそも子供の学力が上がった、下がったというのをこのテストを基に判断する

ということはおかしいのではないかということを頭の片隅に入れおいていただきた

いなと思います。 

    その次が②番ですけれども、最初のはじめにに戻っていただければ、全国学力テス

トをすれば高い能力持っている教員、頑張っている教員を見つけ出し、その働きに報

いることや、逆に指導力の足らない教員を排除することができると考えている人た

ちがいたけれど、それはできませんというふうなことをおっしゃっています。それは

どういうことかというと、②のほうにちょっと詳しく説明させていただいているの

ですが。４枚目をめくっていただくと、②の１と大きく書いてある資料、グラフがあ

りますけれども、これＳＥＳという考え方についての話になっています。 

    先ほど申し上げたのは、ＰＩＳＡという世界的なＯＥＣＤがやっているテストが

あるんですけれども、ＰＩＳＡは必ずテストだけじゃなくて、社会経済的背景の調査

というのを一緒にやっています。それはどういうことかというと、結局学力は、もう

教員やっていた人はみんな分かると思いますけど、学力、経済力、物すごい相関性が

あります。必ず学力の高い、低いに合わせて、経済的にその地域の子供たちがどうい

うふうにやるのかということを調査しています。 

    資料を見ていただくと、詳しくはまた読んでいただけたらと思って、私のほうで要

約させていただきます。西日本の自治体で調査された学力テストの結果と、就学援助



の相関を調査したのが②の１に載っている３の３という図です。この結果を分析さ

れているのですが、結果は就学援助率が 10ポイント上がると、およそ 4.4 ポイント

国語の正答率が低下するという傾向が出ています。ほとんどの学校で同じ結果が出

ていて、教師や学校の力よりも、結局は経済力のほうがはるかに影響力があるという

ことは、その分析で出ています。 

    次のページをめくっていただいて、②の２というところがありますけれども、ここ

に５の２という図が載っています。これは、じゃあ、そういう相関率と合わせて子供

たちが成長していけば、そのときは確かに就学援助とか経済的な理由で成績が悪か

ったかもしれない。でも、中学校３年生までテストを実施し、指導を改善していけば、

子供たちもやがて上がっていくだろうという予想がりますけれども、それに対して、

じゃあ実態はどうなのかという調査をしたのがこの５の２です。 

    実際は４年生から中学校３年生までの学力テストの成績を分析していますけど、

努力して成績が上がっている子がいると思われましたが、実際はＡからＤまでの４

パターンしかありません。これを見ていただいたら分かりますが、自分がもともと最

初にいた小４の位置から、もちろんみんな少しずつ上がっていきますけど、その位置

を越えてぐっと上昇する子は１人もいなかったみたいです。これを見ると、小４から

結局その成績が中３までずっと続きます。成績の高いＡの子は就学援助率が９％だ

ったそうです、この一番上の三角形のＡになっているところですけれど。 

    それに対して低いＢの子たち、プラスでなっているグラフの子たちですけれども、

この子たちは 50％の就学援助率だったそうです。半分です。なので、教員の努力と

か、学校の努力とか、もちろん大事ですけど、それ以上にこういう経済の問題という

のが子供たちの学力にすごく影響しているよということを川口さんが指摘していま

す。 

    今みたいな学力テストだけやって、子供たちの経済状況とか社会背景を全然調査

しないということは、すごく大きな関与してくる部分というか、原因になる因子とい

うのを見逃しているのではないかということです。 

    今やっている全国でやっている学力テストも神戸市版と同じように調査をされて

いないので、果たしてそのテストの結果、そういうものを基に教育政策を進めていく

ということに、どれだけ根拠や論拠があるのかというのがすごく不明瞭だなという

ふうに私は考えています。川口さん自身もそのように指摘をされています。 

    最後に③ということで、悉皆調査の弊害というのがあります。悉皆実施というのは

全員がテストを受けるということですけれども、こういうテストというのは、テスト

を研究する人達の中では、ハイステークスなテストという名前がついているそうで

す。それはどういうテストかというと、全員が受けるから不正を行うというのがすご

く強く働くテストだというわけですね。 

    実際どういうことかというと、ニュースにもなったりすると思いますけど、例えば

教師が答えを教えるとか、テストの前に事前学習をするとか。ほんとは調査が目的で

やっているはずなのに、みんなが受けた、その結果を公表される、もしくはその結果



で学校に対する動きが変わってくるという力が働いていることによって、ほんとに

純粋に学力を測る以外にかなりいろんな力が働いてきます。 

    これは別に全国学力テストだけを言っているわけでもないし、神戸市版だけのテ

ストを言っているわけじゃなくて、いろんなテストというものだけを純粋に研究し

てきた、いろんなデータからそういうことが言われています。なので、実際にもし学

力調査をするのであれば、もう悉皆というのは絶対やめるべきだといろんな先生が

言っています。 

    少なくとも、もし調査をするのであれば今述べたように、まず１点目ですけど、テ

ストの難易度というものが絶対変わらないものにするという部分ですけど。それは

もう文科が出していることなので難しいとは思いますけど、少なくとも社会的な経

済力の背景を神戸市で調べる、もしくは一番お願いしたいのは悉皆をやめるべきだ

と考えます。 

    抽出調査というものであれば、例えばいつテストが来るか分からない。Ａ校に来る

かもしれないし、Ｂ校に来るかもしれない、Ｃ校に来るかもしれないとなれば、対策

を立てる、そういう要因が働かなくなる。今年当たったからテストを受けようねとい

うふうに、本当に純粋に現状の子供たちの学力を調査するテストがやっぱり行いや

すいという理由で、いろんなテストは悉皆をやっています。ＰＩＳＡとかそういうと

このテストも必ず悉皆をやっています。全員を悉皆でということはほぼされてない

みたいですね。 

    そういう科学的な根拠を基に学力テスト、今やっている学校でという全国学力テ

ストと神戸市の学力テストというのは、そもそもやり方というのを考えてほしいと

いうのが私のお願いです。 

    最後にですけど、最後のページですけど、そもそも学校でテストが出てきた背景は

学力が下がったとか、下がってないとかという世界的な議論とか、日本全国いろんな

ところでされている議論がありますけども、一番決定打というか、よく言われていた

のが、2000 年から 2003 年の読解リテラシーの低下というのがすごく当時問題になり

ました。 

    そのとき日本は 522 点から、2000 年に 522 点でしたけど、03 年に 498 点に落ちて

います。約 24点落ちていますけど、それをそこだけをメディアが取り上げて、日本

の子供たちの読解が落ちたよねという日本の全国的な風潮になりました。ＰＩＳＡ

の調査設計者の１人であるマーガレット・ウーという方が、日本の 2000 年から 03 年

の読解リテラシーの低下がＰＩＳＡ調査の設計、要はテストの設計自体にあったと

いうことを責任者の方が言っています。要はさっき話したＣＤＴとかＩＲＴとか、テ

ストの制度自体とか設計によってそれぐらい点数が変わっちゃうということを本人

が、そういう調査されているＰＩＳＡの責任者の方が言っていまして。 

    実際それを修正した 09 年のＰＩＳＡ調査では、日本の読解リテラシーは 00 年と

同じように 520 点ぐらい回復しています。だからほんとにテストそのものの内容と

かやり方とかいろんなことですごく学力って変わってきます。見え方も変わってく



ると思います。だからそれを根拠とか論拠にしていろんな施策を進めていくことに

すごく使われていると思いますけど、そもそもの土台がどうなっているのかという

ことをぜひ検討していただいて、私が今お願いしたことを進めていただけたらなと

思います。以上です。 

（市） 貴重な資料をありがとうございます。当課といたしましても、例えば学力テストの

やり方の結果の客観性の担保であるとか、学力と家庭の経済力の相関関係について

いろんな諸説、学説があるということは認識しております。特に社会学者の方がすご

い研究が進めることも認識しております。ただ、川口先生のことにつきましては、私

も初めて読ませていただきましたので、興味深くお話を聞かせていただきました。ぜ

ひこのような知見につきましても、今日から当課のほうで共有しまして、研究させて

いただきます。ありがとうございます。 

（組） 図書館司書の配置の拡充について発言します。 

   先年から学校に図書館司書が配置されることになって、図書館を担当したことがあ

る者としては、学校の教科指導と学級担任との傍らではとてもできない任務ですの

で、とてもうれしく思っていますが、その後、全く充実されていかない現実を感じて

います。 

    私の勤務校で毎日専任の方がいらっしゃった時期もありましたけど、今の勤務校

では掛け持ちでいらっしゃいますし、短時間ですし、経験上あまりにもお給料が安い

ので、ほかの仕事に替わりますと言われた方も知っています。今の勤務校では、かつ

ての先輩が短時間勤務だからということで来られていますけど、２校も掛け持ちさ

れて、短時間しかいらっしゃらないのにいつも忙しそうにされています。 

    やはりＩＣＴなどにかなりお金をかけられていると思いますけど、同じ情報教育

としてやはり専任の学校にいつもいらっしゃる図書館司書、いつでも相談に行ける、

いつでも子供たちが図書館を利用できるような、そして働く方も身分保障やお給料

がよくて、やりがいを持って進めていただけるような、ほんとに司書さんの専任で熱

心な方がいたときには、ほんとに私たちに対しての資料提供とか、生徒たちに対する

資料の扱い方についての提示とか、ほんとに、ああ、司書さんってこういう仕事をし

てくださるのか思ってほんとにうれしく思うときもありましたので。なぜそれが何

年たっても進んでいかないのか、むしろ後退しているのではないのかなというのが

私の経験ですので、ぜひ、その人の待遇もありますし、配置も委託にしていただけた

らと思います。以上です。 

（市） 図書館の配置につきましても、やはり管理運営事項になりますので、ちょっと御回

答のほうを控えさせていただきます。確かに司書の配置拡充につきましては御要望

が多いですので、ご意見として頂戴いたします。 

（組） ぜひよろしくお願いします。 

（組） コロナのときに学力テストは中止になったりした年もありました。何かそれで中止

になったから困っていることとかいうのはありますでしょうか。 

（市） それはあります。というのは、学力テストを、確かに全体的には傾向を測る側面も



ありますけども、各生徒個人の学習状況について個人を振り返って補講が行われる

こともあります。その点ではできなかった年については１つの機会を、何かしてあげ

ることはできなかったのかなというふうには思います。 

（組） 私自身は支援学校に勤めて、今の支援学校に勤めていますけど。昨年までは若葉学

園にいました。なかなか学力テストの結果を、子供たちにどう反映させていくのかと

か、やることが難しい職場でしたので。だから、ほかの中学校や小学校ではそれを上

手に活用なさっているのかなと思いましたけど、あまりそういう話を聞かないので、

ほんとに学力テストというものが、有効に活用されているのかなというような気持

ちが強くあります。 

（市） もしそれが十分に活用されてないとなりましたら、まさしく当課の課題になってく

るかなと思っております。どのようにこれを、結果を活用して子供たち一人一人の、

学力といってもその子たちそれぞれに伸ばすところが違うと思いますので、そうい

う御意見をほんとに受け止めて、ほんとに実施する以上は活用していく必要があり

ます。学校の状態、先生がおっしゃったように施設の環境というものについては、ど

う活用するのかというのは、また個別の考えが要るのかもしれませんので。 

（組） そうですね。 

（市） その点について、また考えていきたいと思います。どうもありがとうございました。

非常に大事なポイントやと思います。 

（組） 個人的な意見を言わせてもらうと、学力テストの結果を生かせということで、教員

の仕事が増えているだけだと思います。教員は日々子供と接して、毎日子供の反応を

見て、できを見て、定期テストもしています、単元テストもしているので、それとは

別に結果が何か月もかかって返ってくるような調査は必要ないです。毎日動いて変

化をしている子供たちと日々接しているので、テストがしたかったら、すぐその場で

テストができるので、全く悉皆で全国のレベルで比べるようなテストが必要だとは

現場は思わないし、こんな結果が出たからどんなふうに指導するのか、どんなふうに

生かすのかということで、仕事を増やされているというのが教育労働者の現場とし

ては一番の問題だと思っています。 

（市） もし感じている状況がございましたら、先ほど申し上げたように、それをどう改善

していくかについてはまた考えたいと思います。 

（組） すみません。委員長の〇〇です。 

    文部科学省がやっていることなので、神戸だけというのは難しいのは重々承知し

ておりますけれども、例えば文部科学省が行っている全国学力テストの上位の学校

の県ですよね。例えば秋田県であるとか、そういうところに神戸としても視察に行く

とかいう動きを見ていますと、どうやらやっぱり学力テストの上位というものとか、

大体何位かということがすごく、子供の実態とかどういう教育を行うかということ

よりもすごく重要視されているようにやっぱり感じます。 

    地域によっていろんな教育があっていいし、いろんな目当てがあっていいですけ

れども、今どんどんみんな同じような教育になってきてしまっている。例えば何とか



スタンダードとか、授業の目当てをまずここに書いてとかという板書の仕方から、子

供の文房具品の持ち物の状態までもね、どこの学校も同じような。１つには若い先生

が増えて、なかなか経験が浅いので、そういうＯＪＴ的なところで教えていかなけれ

ばならないというのは分かりますけど。 

    昔だって若い先生は現場にいっぱいいたわけで、それでも現場の中で子供らに教

えてもらいながら、あるいは職場の中で先輩に、ＯＪＴなんて横文字使わなくても、

分からなかったら先輩に聞きに行き教えてもらってやってきた、この教育の歴史な

り文化というものが神戸の中にもあったと思います。でも、今、何かそういったもの

が全くなくなってしまって、先生の個性によって、こんな授業を目指すとか、この学

校はこういうことを大事にしていく学校ですということを話し合う時間すらなく、

何かしらどこかに、先ほどの話、学力テストというものが常にこの辺にやっぱりある

気がします。 

    ということは、例えば学校長を含め、やっぱり順位が出てきてしまう状況の中で、

公にはなってなくてもそれは無言のプレシャーになっていて。もちろん学校の子供

たちに何が欠けているのかとか、どういうことをてこ入れしていかなければならな

いという論議は絶対大事だと思いますけど。でも、それがたった１回行われる全国学

力テストの結果次第で、それが全てのような動きが至るところにあり、ちょっと我々

としたら納得いかないというか。だから先ほど言いましたけど、抽出でいいのではな

いかというのがそこで、全く学力テストを否定しているわけでもないですけれども、

何かしらそれのためにいろんなものが動き、神戸で独自でやっているテストも何や

ら全国学力テストに向けての予備校的な。あるいは慣れ的なものに感じざるを得な

い状況の中で、管理運営事項と言われればそれまでですけども、我々がこうやって現

場の声をお伝えしているのは、ほんとうにここにお金と時間と労力を費やす前に大

事なことがあるのではないかと我々は思っていますので、そのことをお伝えしたい

と思います。 

（市） １点だけちょっとこちらのほうで御説明させていただくとしたら、視察のほうを何

回か計画させていただいて、現場の先生方にも希望者の方に行っていただいている

状況ですけれども、確かに結果的に学力テストの高い県というところがあったかも

しれませんけれども、本質としては神戸でやっていない、なかなか見られていない取

組をされている学校に行こうということがこの趣旨でございます。こういうやり方

があるのかというのを実際に授業であり、子供の様子から見ていただいて、各学校で、

実態に応じてですけれども、取り入れていただくところがあれば取り入れていただ

いて、子供たちの学力向上につなげていただけたらなという意識で行われています。 

今年も京都市のほうに行かせてもらいますけれども、これにつきましても例えば学

力テストが高いからという意味ではなくて、今年のテーマにしたのが小中連携をや

っているところをという形でやらせていただいていますので、その趣旨で行ってま

いりましたので。ぜひ御理解いただければと思います。 

（組） 委員長をしています〇〇です。 



    学校環境整備課について、今回私どものほうからは事前にお伝えしていると思う

のですが、まず３点ありまして、１つ目が学校園にある電話の留守番電話のことにつ

いて。２点目が教室の油引き、ワックスがけについて。３つ目が保健室と各教室との

インターフォン等の設置についてです。最後に、４つ目に北区の大池小学校のプール

のことについてです。 

    では、まず留守番電話機能のことですけれども、この間、業務改善ということで、

学校経営支援課さん中心にいろんなところで実際に業務改善に向けての動きをして

いただいて、ほんとにありがたく思っています。目に見えて改善している部分が多々

あると、我々働いている者として実感しております。 

    その中でも留守番電話を各学校で設定しているとはいえ、勤務時間後の基本的な

電話を取らなくて済むようになったということを教育委員会がまず文書にて保護者

にあえて呼びかけていただいたということはすごくありがたく、当初はいろんな形

で保護者から反発も来るだろうと思っていましたけれども、やっぱり数年たってみ

ると、それがスタンダードになって、私の勤務校では６時以降を留守番電話にしてい

ますけれども。勤務時間は５時までですが、取りあえず子供のこと等がありますので

６時と設定している。それ以降、電話が留守番電話になることで、我々もその後、業

務に集中できるという状況です。朝の電話もそういう形で、やっぱり留守番電話はす

ごく大きいです。 

    さらに拡充して、時間だけではなく会議等の時間帯にも留守番電話を機能するこ

とで、前まででしたら職員会議がそれで何度もストップし、提案している人間が保護

者対応に追われて提案が途中で止まってしまうというような状況も多々ありました

けれども、留守番電話のおかげで会議も途中でストップすることなく円滑に行われ

ています。 

    そんな中、各学校園の中で留守番電話が古い学校があって、留守電が１個しか入れ

られないという機能で、勤務時間後に電話を取れないというメッセージを入れるこ

とができますけれども、会議中のメッセージは相変わらず入れられないので、会議が

中断しているという学校園があると聞きました。 

    電話の導入につきましては、それぞれの買った年代とか、学校ができた年代によっ

て違うと思いますけれども、どこの学校がそういう古い電話を使っているのかとい

うことを把握されておられるのかどうか、そういった学校は速やかにそういった新

しい幾つかメッセージを入れられるような電話に替えることは可能かどうかという

ことをお聞かせいただきたいと思います。 

（市） 委員長から御提案といいますか、いただきました留守番電話の件でございます。今

年度から包括管理業務委託ということで、各学校園の修繕とかに対しては、今まで学

校環境整備課のほうに御依頼いただいていた修繕等につきましては、管理センター

のほうにそれぞれお電話をいただいて対応するという形に今年度からさせていただ

いております。 

   今お話しされました通話電話の電話機の件でございますけれども、これに関しまし



ては電話機の、例えば電話線のコードが必要になる場合とか、交換機を設置しなけれ

ばいけないとか、つまり、何らかの工事が必要となるものにつきましては、包括管理

業務委託の対象業務でございますので、センターのほうに御連絡いただければ対応

させていただきたいと思います。 

    ただ、電話機そのもの、例えばこういう機能がついた電話を購入するとか、そうい

ったことにつきましては、電話機の購入とか機器の購入につきましては、各学校のほ

うで御購入いただければということで思っております。ですので、お話がありました

とおり、どの学校が古い物を買っているかとか、状況を把握しているかということに

つきましては、申し訳ございませんが、こちらでは把握はできていないという状況で

ございます。 

（組） 私、管理職じゃないので分からないですけれども電話機って絶対要るものですよね。 

（組） 学校が買わないといけないものですか。 

（市） 一応備品になります。 

（組） それが古いので備品として買いといけないということですか。 

（市） はい。ですから、工事が必要なものについては、申し上げましたとおり管理センタ

ーのほうで言っていただけたら、工事業者に言って、線を引っ張ってくるとか、何か

機器の設定をしなければいけないとか、機械を設定しなければいけないとか、そうい

うものについては対応させていただいております。 

（組） 分かりました。じゃあ、それは管理職が考えて、これが必要だと思ったらその電話

機を買うということですね。 

（市） そうですね。学校の中で御意見を出し合っていただいて、学校として決めていただ

ければ、はい、結構だと思います。 

（組） 分かりました。 

    じゃあ２点目の油引きですが。神戸は明治維新後西洋の文化がいっぱい入ってき

たので、土足で、よそから替わってきた親や子供がびっくりするというのがよくある

神戸あるあるですけれども。油引きって結構大変です。これって担任がやっています。

灯油みたいなあんな缶々にたっぷり入った油をバケツに入れて、入れるときに必ず

チャッポン、チャッポンってそれが跳ねます。そこにモップを突っ込んだやつを、例

えば４階の教室やったら４階まで持って上がります。まず、教室をきれいに掃除して、

机や椅子を片方に 40 人やったら 40 人の机を動かし、引いて、引いたら今度それを

こっちに動かすと。必ず油引きした後の靴は底が傷むので、ベテランの先生は油引き

用の靴とか、油引き用の長靴みたいなものを常備しています。 

    これが大体学期の終わりの担任の仕事になっています。ですので、１学期末、２学

期末、もうすぐ油引かなければならないですけど。本題ですけれども、油引くことに

よって、ごみも取りやすくなりますし、やっぱり下、木です、木の板なので、長持ち

すると思います。つまり保全するために引くという、その２点があると思いますが、

学校によっては、それこそさっきの話ではないですけれど、業者を呼んで業者が油を

引いているところがありますけど、業者を入れているところと入れてないところは



把握されています。 

（市） しておりません。 

（組） どこでやったかはちょっと学校をいっぱい回っているので覚えていないですけれ

ども、業者を入れたら早いですね。業者の人が各教室に、それも均等に、僕らがやっ

たら均等じゃないから、チャポン、チャポンってまいては、それをひたすらモップで

広げることになりますけれど。多分それって学校がお金を出していると思います。と

いうことは、学校の事情によってはそれにお金を割けない学校は、それで担任の仕事

が増えるということです。だから業務改善の中身、ほんとに学期で１回のことですけ

ど、結構大変で、その後に子供たちのあゆみが落ちたりしたら、もう油だらけになる

ので、絶対に油引きをするのは子供らが長期休業中に入ってから、我々の最初の仕事

は油引きから始まるという文化というか伝統がありますけど、そろそろそれを終わ

らせていただきたいなと思っていて。 

    さっきの電話でもふと思いましたけど、学校の経費として配当されるお金分かり

ますけど、それぞれ学校の事情で結局それを学校の中で話し合って決めていきます

けど、油引きというのは下が板のままの学校、その学校では絶対しなければならない

作業ですね。それって例えば委員会のほうから一括して業者に、業者も選んでいただ

いて、あなたの学校はいつ来ますという形にしていただけると非常に助かります。今、

言ってすぐは無理だと思いますが、そういったことを考えていただけないでしょう

かという強い、強い要望です。 

（市） 今の意見につきましては、ちょっとこの場では回答はなかなか難しいので御意見と

して承りたいと存じます。 

（組） ぜひ、ぜひお願いします。その油引きとはちょっと違いますけども、運動場の整備

とかもね、土を買うとか、土用ににがりを混ぜるとかいうのも各学校の費用でやって

いますけれども、どこの学校にも運動場があって広さとか違いますけれども、絶対に

土とか要るし、運動会前とか、子供がいるところで急にはできないので、長期休業中

の前とか、やっぱりそれも職員がやっているところもある。業者がばんと土を置いて

いって、それを運んでまいたりとか、にがりを混ぜたりとか、そんなことも各学校に

よって状況が違うと聞きましたので。 

    そんなことも、子供のための運動場の整備にかかる費用なので、各学校に配当して

しまうと、ここの学校は毎年土をこれだけ入れている、ここの学校はそんなに入れて

ないとか、荒れ放題とかいう、やっぱり差がついてしまうと思うので、そこは使う土

なのににがりの量は運動場の広さに比例して変わると思いますけども、委員会のほ

うで一括して配当していただけたらありがたいなと思っています。これも即答では

なくて結構ですので、そういう要望があるということでお聞きいただけたらと思い

ます。 

    じゃあ３つ目、保健室と教室とのインターフォンです。これも学校によって非常に

まちまちで、これこそ先ほどの学校園施設包括管理業務に入るのかなと思いますけ

ど、インターフォンの線を引くなど、校舎の形状なりも違うと思うので一概にはでき



ないと思いますけれども。回答のほうでやっぱり新しく改築とか改修する際にとい

うような話もあるとは思いますけれども、保健室と教室がつながっていないところ

がほとんどだと思います。 

    だから私の勤務校もそうですけど、一旦職員室に電話を入れてそこから転送して

もらう。子供がけがしたり大変なときに、そんな悠長なことをしている場合じゃない

ですよ。子供が例えば吐いたとか、今すぐにでも動かないといけないときに保健室に

連絡を入れたいけれども入れられないとか。子供の調子が悪いので保健室に行かせ

たけれども、ちょっと気になるのでお願いしますとかいう。我々、その場を離れられ

ないときにインターフォンがあるというのは非常にありがたいですけれども、今そ

れが職員室止まりになってしまっていますので、せめて保健室からも連絡を入れた

いときもあるので、これは養護教諭からの強い要望が出ているのですが、各教室と保

健室とがインターフォンで結ばれることを強く希望します。 

（市） インターフォンの件でございますけれども、今、御指摘がありましたとおり、学校

によって大分違っておりまして、今言われましたとおり、もともとついていたときの

経緯では職員室から各教室というインターフォンの整備になっておりまして、多分

教室間なりとか、もちろん保健室もそうですし、体育館とかいう部屋と教室とか。だ

から職員室から発信するだけじゃなくて、おのおの部屋同士でできるようにしてほ

しいというお声はやっぱりいただいております。 

    それで一斉に全部というのは難しいですけれども、ただ、その必要性というのは

我々も十分認識してございますので、インターフォンも古くなってきておりまして、

これについては順次更新作業というのも僅かではありますけれども少しずつ更新を

してきておりまして、機器を更新する際には教室間、またそういった保健室と教室と

いった形の、職員室から分離させるだけじゃなくて、おのおの部屋同士で通話ができ

るような形に変えていくということでやっておりますので、少しずつですが、なかな

か急に変わらないですが、ただ必要性については申し上げましたとおり認識してご

ざいますので、順次やっていきたいと思いますので、よろしくお願いしたいと思いま

す。 

（組） 予算があることですので分かりますけど、順次というのが結局遅くなる学校という

のは、学校の状態としてはすぐにでもつけていただきたいという状況が学校にある

と思うので。特に今やっぱりいろんな子供たちの状況ですとか、コロナ禍の状況の中

で保健室と連携しなければいけない場面が多々ありますので、順次のちょっとずつ

を、もう少し増やしていただくとか、スピード感を持っていただくという形でお願い

できたらなと思います。 

（組） 既に更新が進んでいる学校が幾つあるなど、今年度あと３学期がありますけど、今

年度中にはどれぐらい進める予定だとか、来年度はどんな計画になっているかとい

うのは具体的な数字や何かを教えてもらえませんか。 

（市） 今ちょっと手元に資料がありませんので、またそこは、確認していきます。 

（組） じゃあ、さらに引き続き保健室ですけれども。子供が例えばうんちを失敗したとき



に、当然お尻を拭いたりしなければならないですけど、それをどこでするかというと

基本保健室になります。普通の一般の水道ではできませんので、保健室へ連れて行く

ことになりますが。保健室にそういったシャワー、お尻を洗うシャワーがある保健室

はあまりないです。ないことはないですけれど。ない学校からはそれをつけてほしい

という要望が結構上がっていまして、私の勤務校も保健室にはないですけど、その場

合にはこっそり２階に上がって、特別支援学級についているシャワーを代用してい

ます。 

    何よりもやっぱりその子が早くその状態を変えたいと思っているのに、周りの子

に気づかれるとかいうようなちょっと人権的なことも含めると、保健室までは最低

限何らかの形で子供らをかばいながら連れて行けたとしても、その先まだそういう

設備がないところは、シャワーのあるところまでその子らを移動させなければいけ

ないという、そういう実態もあります。 

    特別支援学級の子供たちは授業をしていますので、そこにやっぱりその子が入っ

てくるというのも、うちの場合はそのときはもう１個ある部屋に子供らに、はい、じ

ゃあ向こうの部屋で勉強するよと言って連れて行って、空にしといて当然入れると

か配慮はしていましたけれども。特に低学年の子とか、あるいは風邪をひいている子

で緩い子なんかはそういう失敗をすることもあります。あるいは、嘔吐したときに服

が汚れるとかいうようなことも含めて、保健室のほうからはシャワーを使える保健

室の設備に変えていただきたいという強い要望を聞いてきています。これも結局お

金の問題になるので、すぐにとはおっしゃられないと思いますけれども、そういう実

態をお伝えします。 

（市） 今話しされましたとおり、そういった実態を含めて我々としてはきちっと把握して

対応していく必要があると思っております。ただ、今の件もありますので、なかなか

増やせないというのが現状でありますので。一度、今お話がありましたとおり、今現

状としましては、例えば学校のほうから特別支援改修として学校から御要望があっ

た場合は、特別支援教室、もしくは保健室のほうのいずれかにシャワーを設置という

のは、ほんの少しずつですけど、要望がありましたところにはやっているというのは

現状でございます。 

（組） それは費用が別枠になるということですか、その特別支援を絡めると。 

（市） 別です。あくまで特別支援の改修というのがすごく配慮の必要な子供さんがあって、

普通の改修ではない、やっぱり特別支援学級とか、そういう支援の対応が必要な場合

についてはやっぱり別枠の予算でとは思っておりますので、通常の改修とはちょっ

と別途になります。その御要望いただいたことについては、管理センターで承るので

すけれども、当然特別支援教育課とも連携した上で、必要性を判断した上でというこ

とをしているという状況でございます。 

（組） 特別支援学級に必要なシャワーの設備というのは、それは用途が多分違うと思いま

すね。特別支援の子供たちがすぐ汚してしまうとか、失敗してしまうという状況があ

ることを加味して特別支援学級にはついている。そうじゃなく、普通学級の子供たち



が失敗したときにということになるので、先ほどのお話じゃないですけど、結局それ

であれば特別支援学級についているシャワーを使うべく、子供たちを特別支援学級

にその都度連れて行かなければいけないので、費用は別枠というところからも、苦肉

の策もお聞かせいただきましたけれど、ちょっと違うかなという状況です。 

    ですので、これもまた先ほどの電話と一緒ですけどね、環境整備課さんのほうで一

体今の実態、どれだけの学校園の保健室に今シャワー施設がついていて、ついてない

かというのもこれから先順次とおっしゃるのではなく、じゃあ今の段階で何校つい

ていると。年に何校ずつ増やしていく予定ぐらいの見通しを、計画を見せていただけ

れば我々もそっちに向かって、一遍には無理だろうけれども、動いているのだなとい

うことが実感できますけれども。お願いできますか。 

（市） どういう形で計画的に進めていくかということについては、今、答えを持ち合わせ

ておりません。 

（組） いや、今じゃなくていいです、後日です。 

（市） 後日。それはちょっと検討させていただきます。 

（組） はい。ぜひ出していただけたら、ああ、なるほど、そっちに向けて進んでいるのだ

なというのが分かりますけれども、この場で順次進めていきますという御回答だけ

でしたら、実際にどれだけ進んだのか我々には分からないので、それを数として、デ

ータとして出していただけたらありがたいなと思って。今、すぐにとは言いませんの

で。 

（組） 保健室にシャワーをつけてもらっていますけど、囲いがなくて、実際にほとんど使

えない状態であるようなところもあるらしいです。だから、シャワーで水が流せます

けどけど、周りにやっぱり散ったりするような状態の学校もあるらしいです。ですか

ら、そこら辺の調査していただいて、囲いが必要だというのでしたら囲いをつけてや

っていただけたらと思います。 

（組） 最後に、大池小学校のプールのことについて。この夏に実は、実際に整備課さんの

ほうが動いてくださいまして、本校の視察のほうをしてくださり、ほんとにちょっと

特殊といえば特殊な配置になっておりまして、我々、小学校の敷地の外にプールがあ

るような形の配置となっています。さらにそのプールの横に一般の方、地域の方の保

有しておられる森林といいますか、山といいますか、がある関係で、特にプールの時

期だとか、台風だとか、荒天の際には古くなった枯れ木が倒れてくるというか、毎年

の恒例行事にはなっていて、フェンスを突き破っていただとか、台風が過ぎ去った後

にはいろんな木々だとか枝だとかが普通にプールサイド、プールに入ったりするこ

とがあります。 

    というところで、木の伐採については動いてくださったというところ、ありがとう

ございました。ほんとにありがとうございました。ただ、やっぱりすぐ横に森がある

関係で、毎年シーズンオフのタイミングで、今もそうですけど、木の葉ががんがん降

り注ぐような状態で、ほかの学校より倍ほどの堆積状態。で、色素沈着だとかもあっ

て、業者が入ってプール清掃なども行いますが、その色がなかなか落ちず、なかなか



その清掃も大変だというところです。 

    または、森がすぐ横なのでゴキブリが普通に出てくるだとか、ムカデがちょっと去

年も発生して、その対応に苦慮するところで、子供たちの身の安全というところでの

対応に困っているところです。 

    何よりも困っているのが、敷地の外にある、裏門と正門とちょうど出てちょうど距

離が同じぐらいの真反対のところにそのプールの入口があるということで、何かプ

ールの授業中に子供の事故だとか、けがだとかというふうなことがあった際、水の事

故、けががあった際に、非常に職員室からの応援がしにくい立地状態にあります。実

際に、今、校舎等のスロープをかけ、いろんな検討も整備課さんもしてくださって、

予算とかも考えてくださるのですが、もう何せ金額が、これは全然悪気ありませんと、

これではもう現実的ではないですということで、そこで話が頓挫してしまったとこ

ろはありますけれども。 

    ただ、やっぱりお金がないですというところで、じゃあお金がないから子供が命の

危機にさらされてもいいのかというところではないかと思うので、本校だけの話に

はならないとは思いますが。ほかにも実際に自分とこにプールが敷地内にないとい

う学校もあるとお聞きしておりますので、その辺りをそういった環境整備、安心して

子供たちが活動に取り組める、そのような環境というものを何とか少しでも改善し

ていただけたらなというところです。 

    また、その敷地の外にあることで、水着に着替えた子供たちが学校の敷地を出て、

水着で練り歩くという不思議な状態になってしまっていて、今の御時勢的にも、本当

に子供たちのそういう人権問題ですとかも含めて、ちょっと何とかこれはならない

かなということでお話をさせていただきました。以上です。 

（市） 今、お伝えいただきました大池小学校の件、こちらのほうにも報告が来ております

し、あそこの通路が確かに難しい通路になっていまして、一応敷地は学校敷地内なの

ですが。ただ、一般の方も通られるということで、敷地には普通の通路のような形に

なっているということで、何かプールに渡れるような形ができないかということの

御要望を承って事業者とともに現地も確認して、いろんな観点から検討はしたんで

すが。今お話があったとおり、ちょっとかなり大がかりな、もう改修ではなくて完全

に新設工事になる形になってしまうような形なので、なかなかそれはちょっと難し

いかなということがありまして。 

    ただ、その後、じゃあどういう方法で見ているかということについて、やっぱりち

ょっときちんと検討しなければいけないのかなということで、またちょっと学校の

ほうの御意見とか、確かに立地的になかなか、高低差もありますので、なかなか渡る

ということも物理的に難しいというところで。どんな方法を取れば今よりもベター

な方法が採れるのかとか、この意向とかも踏まえて、ちょっとまた学校の話も聞かせ

ていただきながら、どんな対応ができるかということも含めて検討したいなと。なか

なかこれ難易度が非常に高いですので、こんなことできますよというのはなかなか

軽々しくは申し上げられないことですけれども、学校のお話も聞かせてもらった上



で、どんな対応ができるかについても検討したいと思いますので、よろしくお願いし

ます。 

（組） よろしくお願いします。続きまして経営支援課については副委員長の〇〇が担当し

て発言させていただきますので、よろしくお願いします。 

    重点要求の６番の教育対応制度の中で３番、教育のＩＣＴ化やオンライン教育が

子供たちに与える影響を慎重に検討すること、また教育端末としてのみ使えるシス

テムを早急に改善ということで発言させていただきます。そのことについてお話し

をさせていただきますが、ＧＩＧＡ端末が子供たちに配られ、家庭に持ち帰ることに

なりまして、子供たちは家でよくＧＩＧＡ端末を使っております。授業中に関しまし

てはスカイメニューを使って、誰が何をしているのかというのを見て、子供たちを管

理することはできますが、家庭での使い方がなかなか管理できない。家庭で見つけて

きたサイト、ゲームをやはり学校に持ってきて、こんなことができる、あんなことが

できると、子供たち中に広まり。休み時間も、雨の日とかはやはり積極的に使ってス

クラッチを使ったゲームするなど、そういう現状にあります。 

    だから、やっぱり教育端末のみというか、教育活動のみ使ってほしいなと思ってい

るけど、やはりそうではない現状が多々多発しております。併せて、指導不服従とい

う生徒指導の案件がありますけれども、教育端末を取り上げるとパニックを起こし

て、教育端末がないと授業が受けられない、そういう特性を持っている子は多いです

けれども、授業以外のことを使っている子は駄目だよと取り上げようとしますが、そ

れができない現状にあり、指導不服従のケースがやはり増えてきているというよう

なことがあります。 

    我々学校の生徒指導のほうは、そういうことを児童生徒課には上げているものの、

学校経営支援課とも、連携が私たちには分かりませんもので、そういうＧＩＧＡ端末

を使ったトラブルというものが学校経営支援課としてつかんでおられるのかどうか

ということをお聞きしたいなというふうに思います。それはやっぱり教育のみ使え

るようなシステムとして、今後何か考える手立てがあるのかどうかということをお

聞かせ願いたいと思います。 

    今年度、我々教員もびっくりしたのはＧＩＧＡ端末の故障です。ここまで故障する

なかという数が出てきたと思われます。それで修理を担当する者がもう写真を撮っ

て、ここが壊れていると伝えますけど、もう追いつかない。担当する者も教員です、

だからいろんなクラスの写真を全部撮ってきて、電話して、番号もらってという一連

の流れがありますよね。あの流れを全部やっていると、やっぱりこれは多忙化につな

がっています。 

    それで、今は面倒くさいからといって四、五台、潰れているけどだましだまし使っ

ているみたいなものがあると思います。また故障が年度末に一気に来られたら、恐ら

く学校経営支援課も大変になるのではないのかというのが懸念されます。 

    今、小中合わせて大体 4,000 クラスあると思います。それが各学級４人、５人が壊

れていると、修理が必要な状態だということになったら、１万 5,000 台ぐらいの予備



が要るのではないかと。そんな予備は当然ながら持っていないと思います。10 万人

の子供たちに関わっている中で、そのうちの１割の１万台が壊れるということは恐

らく想定していない。恐らく今年度はそんな状態だったと思いますけれども、まだも

っと壊れる子供たちがいるという中で、今後有償化ということも考えられるのかな

と思います。有償化はないですというふうに始まっているものの、やはりこれだけ圧

迫するのであればということで有償化ということが考えられるかどうかということ

もお聞かせ願いたいなと思いました。 

（市） まず１番目にありました家庭で御利用いただいている中で、これは学習の幅が広が

るという面があって、先生方も御存じのことだと思いますけれども。抜け穴的なとこ

ろとか裏技的なそういったものを見つけ出して、学校でも利用されていることで困

っていらっしゃるということだと思います。 

    これは技術的な課題が多く、御存じのとおりＧＩＧＡ端末については一定の制限

を入れております。例えば勝手に子供たちがソフトをインストールできないように

しているとか、あるいは有害なウェブサイトにはアクセスができないような制御に

していますけれども、これも実はいたちごっこのところがございます。 

    昨年度もいろいろと御利用いただいた中で、先生がもしそういうものを見つけら

れますと、私どものほうに御連絡下さいというふうにお伝えさえていただいていま

す。今、現在で数千件御要望があったと思いますけれども、残念ながら世の中にイン

ターネットが出てきてからですね、この方いろんな有害サイトが日々分ごとに出て

きております。ですので、技術的なところではなかなか難しいところもありますけれ

ども、仕組みとしてはそういったものを基に、運用の中で情報セキュリティ、情報モ

ラルの御認識を粘り強くやっていただければと思います。もし新しい何か技術があ

れば、そういったことも検討はしていきたいと思いますけれども、今では一定のそう

いった対策に基づいて運用いただきたいなと思っています。 

    それから２つ目で、故障数が多いですよということで御指摘いただきました。まず

現状ですけれども、今年度の 10 月末までの集計になりますけれども、普通に使って

いて壊れた物とか、あるいは落として破損した物とか、大きく２つに分かれますけれ

ども、合計ですと大体 5,000 件ぐらいあります。毎月ですと大体 500 件か 600 件ぐ

らいの数字だと思いますね。 

    先生がおっしゃったように、令和３年の４月から始まりましたので、昨年度は比較

的そういう故障というのは少ないですけれども、今年度に入りまして昨年度よりも

増えている形になっております。これも、お渡しする際にはいろいろと、案内のチラ

シを、お渡しして、あるいは仕様承諾のところにも大切に使うようにというような御

案内を差し上げています。多分学校の先生方もこれは貸与の物だから大切に使うよ

うにと御指導をされていると思いますけれども、ただ、子供たちのことですから遊ん

でいて当たってしまうとか、画面が割れてしまうとかというのは致し方のないこと

かなと思っております。ですので、これも引き続き大切な物ですから、大切に扱って

くださいねという啓発を事あるごとにやっていくしかないのかなと思っております。 



   それから合わせまして、故障したときの有償化の部分が懸念されているということ

ですけれども、これはちょっと前にも新聞報道にもあったと思いますけれど、他都市

におきましては、その費用負担が大変だったということだったと思います。幸い我々

につきましては、保険ですね、損害保険に入っておりますので、今のところはそれで

カバーできておるという状況です。細かい特約的なものとか免責条項がありますけ

れども、概ねこれまで故障とか破損があったときに、保護者の方に御負担いただくと

いうケースはなかったと思っております。よっぽど悪質なケースがあった場合には

ちょっと協議をさせていただくということになると思いますけれども、概ね御安心

いただいて、学校現場の先生も使っていただける状況にあるのかなと理解いただけ

れば幸いです。 

    それから、最後４つ目の故障申請のところですけれども、確かに今まではもともと

ＧＩＧＡの故障申請というものがなかったですが、昨年度から申請メニューを併用

して使っている状況になっております。 

    そうするとＫＩＩＦの端末とＧＩＧＡの端末とで申請の項目とかが異なったりす

るのでで、煩雑な感じを持たれていると思いますけれども、今はですね、その改修に

向けて準備を進めておりまして、様式の簡素化とか、画面上での入力のしやすさをリ

リースするべく今、分析の検討を踏まえて取り組んでおりますので、またこれも引き

続き検討させていただきたいと思います。以上です。 

（組） ありがとうございます。それでは、次の件ですが、デジタル教科書についてのアン

ケートとか、いろんなもののアンケートがチームズとかを使ってできるようになっ

てきて、楽にはなってきているものの、その分、数が増えているという話が出てきて

います。例えばデジタル教科書を使っていますかみたいなアンケート、使えてないと

いうのはおかしいな、じゃあちょっと使っていこうかと言って、アンケートに答える

ための何か実態つくりをしているような学校もあると聞いています。やっぱりいた

だいているものを活用できてないというのはやっぱり駄目だなという思いから、そ

うなっていると思いますが。そういう内容も聞こえてきています。 

    今後、ＧＩＧＡ端末の展望の中で、やっぱりＧＩＧＡ端末５年間貸与ということで、

また６年生の物が１年生に回ってきます。やはり中身を全部きれいにしてとなった

ときに、ほんとに年度替わりの教職員の働き方というのはすさまじい状態で、子供た

ちの名前も覚えていかなきゃいけない、資料も作らないといけない中に、４月とか、

ちょっと過ぎてからでいいですよと言われるものの、やっぱりいい状態で子供たち

にＧＩＧＡ端末を１年生に渡してあげたいなと思うと、相当な整備と神経が要る。そ

こでＩＣＴ支援員の要請、これはやっぱりお願いしたいなと。他都市のように毎月、

毎週という話は望みません。ほんとに年替わりに関してはＩＣＴ支援員がやっぱり

必要になってくるのではないかなというふうに思いますので。今年度もそれはして

いただいていますが、引き続きお願いしたいなと思います。 

    ＧＩＧＡ端末ということで、今年度理科室へのテレビ配置、図書室のＷｉ－Ｆｉ、

ほんとにありがとうございました。理科の授業もすごくやりやすくなりまして、図書



室でも子供たちがいろんなことを、本を読んでいる子と調べ物をしている子が共存

してできるようになったという意味では、すごく授業がやりやすくなった、図書室の

活用がしやすくなったなというふうには思っております。 

    今後、この教室にこんなことをしようかな、あんなことをしようかなという展望が

あるならば教えていただきたいです。また、移動Ｗｉ－Ｆｉについても整備をしてい

ただければと思います。「放送します」という設備がありまして、「放送します」を申

し込んでいる学校は学校予算で移動Ｗｉ－Ｆｉがあります。だからいろんなところ

で使えますが、当然それをしてないところには移動Ｗｉ－Ｆｉがないので、Ｗｉ－Ｆ

ｉが届かない部屋があります。 

    大体放送するのはどこかというと、放送室です。でも放送室にはＷｉ－Ｆｉがあり

あません。子供らが集まって放送します、放送しようと思ったら、移動Ｗｉ－Ｆｉが

ある場合はいいですが、そうじゃない場合は、できないというようなことになってい

ますので、どの学校も「放送します」のあるなしに関わらず、移動Ｗｉ－Ｆｉの整備

を進めていただいたら、ＩＣＴのそういう活用がもっとできるのではないのかとい

うのが私の要望であります。ほかのことも含めて今後どんなふうにＧＩＧＡ端末の

活用、ＩＣＴの活用を進めていこうとされているのかというのを教えていただけた

らありがたいです。 

（市） まずはデジタル教科書のアンケートですかね、そこにつきましては私どもの管理か

ら少し外れるところがありますので、また別の担当課のほう回答させていただけれ

ばと思います。 

    それからＧＩＧＡ端末、ＩＣＴ支援の展望について。今、確かに御利用いただいて

いる端末については５年間のリユースの端末になっております。５年間使って、例え

ば今の５年生が使っているものが２年生に行き、６年生が使っているやつが新入生

に行くという形になります。これにつきましては年度末ぐらいにクリーニング作業

をさせていただいているかと思います。そういった支援を今取り組んでいるところ

でありまして、引き続き今年度においても行う方向で調整をしているところです。 

    年度替わりのときの支援員のお話がありましたけれども、こちらにつきましては、

年度当初の多忙な状況というのは、今、先生がおっしゃっていただいたとおりで御認

識をさせていただいているところですけれども、これはなかなか費用もかかるとい

うこともありまして、その頻度とかを上げるということについては難しいというこ

とです。かつて、こういったところに対して予算要求しておりますけれども、現時点

では難しいところです。来年度も引き続き、今年度以上の支援を入れる方向で今調整

をしております。 

    それからハードウエアの展望というところで、理科室と図書室の整備は進みまし

たけれども、今のところこちらについてもほかの教室、特におっしゃった体育館とか

ですかね、そちらのほうにＧＩＧＡスクール構想の整備をするというのは基本的に

は今考えておりません。ただ、おっしゃっていたように学校のほうから御要望があっ

て、学校のほうでおつけになるときには御協力をいただいて、私どものほうで技術支



援をさせていただいているところです。 

    あと、移動Ｗｉ－Ｆｉについて実は把握できてないところもございまして、今すぐ

にお答えすることはできませんけれども、ハードウエアの整備と並んでですね、ＧＩ

ＧＡスクール構想の中の範囲でやれるのかやれないのかというところにかかってく

るかと思います。今後の展望の中で、こういったＩＣＴの活用がどうなるのかなとい

うところですけれども、この５年間の端末のリースが終わりますとどうなるかとい

うのは今のところは分かりません。 

    私どもの運営している中で、１つ課題だと考えておりますのは、ＧＩＧＡ端末の軽

量化というところになっています。この現端末を設定したときにも比較的軽い端末

を選んでいますけれども、技術革新が進んでもう少し軽いものができれば、次回の調

達のときには検討の中に入れるべきかとは考えております。現時点ではすぐにリー

スの期間中に軽量化するというのはなかなか難しいです。 

（組） デジタルドリルは学校経営支援課でよろしいでしょうか。デジタルドリルの話も多

分上がってきていると思いますが、なかなか使いにくいという話も恐らく聞かれて

いると思います。このデジタルドリルが使えないから、結局計算ドリルを買う、本末

転倒な話みたいなことになってきている。漢字に関しては、漢字を書くことはできな

いので、もう漢字ドリルを買って当然漢字ドリルを使っています。計算ドリルも購入

し始めている学校も出てくるのかなと思った中で、このデジタルドリル、保護者費で

やっているからこそ、その活用をということでしているものの何かうまく共存でき

てないのではないかなという思いもありまして、今後デジタルドリルはどうなって

いくのでしょうか。 

（市） デジタルドリルにつきましては昨年度から運用しておりますけれども、やはり、こ

れは技術革新かなり激しいところです。新しい製品ができたりとか、新しいバージョ

ンがリリースされたりしていますし、今おっしゃっていたように、文字の認識につき

ましても当初は少し認識の精度が低かったですけれども、上がってきたりもしてお

ります。我々としましては、世の中に出ているいろんな製品の情報収集に努めていき

たいなという基本的な考え方でございます。 

（組） 今後も継続は継続ですか。 

（市） そうですね。特にデジタルドリルを全体のＩＣＴ化の推進の中で、デジタルドリル

を全くなくすというのは考えられないと思います。 

（組） 分かりました。そうしましたら、この後で２つ、会計支出のことと特別支援教育に

関してお話ししてもらいます。では、会計支出のほうから。 

（組） 特別支援課に言おうかと思っていましたけど、会計のことなので、こちらで言って

みたらどうかということで言わせてもらいますけど。今のところ小学校で支援学級

を担当している者がちょっと今日来られていないですが、種別で、会計をまとめろと

言われていて、支援学級なので知的とか、自情とか、肢体とか、病弱とか、何種類に

も子供が分かれているのですが。しかも小学校なので１年生から６年生までいるわ

けですね。というと、単純に言うと四、六、二十四種類の子供が 24人ばらばらなあ



れですね、そんな可能性があるわけです。でもそれって物すごく無駄な作業で、例え

ば同じ学年で同じ行事に参加したのであれば、決議書１枚で書き入れれば１回で済

むところを、子供の所属が違ったら何種類も作らなきゃいけないということになっ

ているようです。子供の支出決議書みたいな、子供１人について１枚の決議書を切ら

なきゃいけない現実があるそうです、私のちょっと勤務場じゃないですけど。だから、

それを例えば同じ学年の子は種別が違ってもまとめてもいいとかないのでしょうか。 

（市） 初めて聞くお話ですので、個別の事情をまたお聞かせいただければと思います。 

（組） 分かりました。では、すぐーるのことについて。 

（組） すぐーるができたことで、朝の煩雑さはもうかなり軽減されました。それはすごく

ありがたいですけれど、新たなちょっと課題というか、出てきて。まず１つは、コロ

ナ禍ということも相まって、欠席がすごくハードルが低くなっています。都合欠だけ

打ち込んで欠席ができるということで、子供たちの欠席率がすごく増えています。あ

るいは、生徒指導でいうと不登校もすごく増えています。それはすぐーるのせいじゃ

ないですけれど。親の感覚として、学校に行かせるというよりは、もうすぐーるに打

ち込めば休めるというふうな感じになってしまっています。 

    親の感覚をどうしていくかは非常に難しい。先ほどの子供のＧＩＧＡ端末の啓発

というお話もあって、なかなかその啓発がうまいこといかないから苦しんでいると

ころもあり、何でこれだけネットトラブルが起きるかという、学校でもさんざん指導

しているのに、それが通らない。だから親の感覚、あるいは意識の違いがありますけ

れども、すごく欠席が増えていることが１つ。それがすぐーるの功罪じゃないですけ

れども、なっているなというのをちょっと肌身で感じています。 

    だから要するに最初で言いましたように、休むことの垣根が非常に低くなったこ

とによって、本来だったら連絡帳で家の事情でこの日残念ながら出席できませんと

いうふうな文章をいただいていたのが、すぐーるに打ち込むことで親としてはもう

連絡を入れたというふうに思っている。だから例えば予約機能入れたら、入れたとい

うことがあらかじめ分かる機能をつけるとか、ただ、それでも、誰かが確認しなけれ

ばならないのでまた新たな仕事が増えることになりますけど。そういうふうに事前

に欠席をあらかじめ前から入れておくという機能に非常に課題があるなというのを

感じています。 

    あと、先日、早退も早引きも入れることができるようになりましたけど、これも子

供の安全を考えると、早引きさせるということは、じゃあそのまま帰りなさいという

わけにいかない、小学校の場合は。下校中に何かあったら問題なので、早引きすると

きには必ず保護者の方に原則は校門のところまで迎えに来ていただくというように

しているのですが、親も早引きというふうに打ち込んだら、もうそれで早引きできる

と思っているので、こちらのほうからわざわざ電話をして、お母さん迎えに来てくだ

さい、行かないと駄目なのですかみたいな、そういうやり取りを新たにしなければい

けないようになった。 

    だから非常にこれはもう全て親の感覚ですけれども、すぐーるができたことによ



って、休みであるとか、そういう早引きを簡単にさせるような事例が起きて、現場も

これ非常に困っています。そういうことを防止するための機能があるのでしたら教

えていただきたいし、それを周知徹底していただきたいです。恐らくそういうふうな

ことで困っている現場はいっぱい出てきているのかなということで発言させていた

だきます。御回答をよろしくお願いします。 

（市） すぐーるですね、概ね、今おっしゃったように、これまで朝のお電話が、保護者の

方からのお電話が職員室でばんばん鳴ることがなくなって、概ね好評かと思います。

その反面の功罪として今おっしゃったようなことがあるということですけれども。

なかなかシステムだけで解決に向かうというのが何かいい手があれば、我々も積極

的にそれを採用したり、検討したりできますけれども、こういった便利なツールがあ

ると、今、教えていただいたような別の問題が確かに出てくるのかなというところで

す。基本的な部分につきましては、これは技術的な課題でありまして、このすぐーる

というのは神戸市向け独自のサービスではなく、日本全国共通のソフトというか、

我々はアプリケーションと呼んでいますけれども、そういうサービスになっていま

す。全国統一の機能提供の中に、そういう欠席の連絡をあらかじめ入れられるような

形になっておりまして、当日もたしか朝８時までに親御さんが設定された分が当日

の欠席連絡としてメールが飛んでいくような仕組みになっております。 

    今おっしゃったように、予約をまず入れた時点で通知が飛んでくるというのが１

つの考えかなと思ってはいますけれども、なかなか技術的な課題もあるでしょうし、

今現時点ですぐにシステムを提供しているサービス提供事業者のほうに、こういう

ふうにできませんかというと、なかなか難しい可能性がございます。ただ、サービス

事業者に対しましては、機会あるごとに我々の要望はこうですよというのをお伝え

することができますので。そういったユーザーの声があれば、そういった開発とか、

サービスの向上に取り組む可能性はありますので、これも引き続き粘り強く、機会が

あるごとにそういったお声があるということはお伝えしていきたいと思います。 

（組）８時以降は打ち込めないですか、当日の欠席について。 

（市）打ち込めないですね。 

（組）それは各学校によって違います。義務教育学校では、中学部と小学部がありますが、

中学部はその日９時以降は打ち込めないような設定にしている。小学部はそれを知

らなかったので、昼間の 12 時とか９時、10時でも入ります。担任は朝の忙しい時間

でしか見てなくて、遅刻だった子はまた欠席になるときがありますよね。中学部は機

能を知っていたので打ち込めないから電話がかかってきます。小学部は 12時でも更

新されていくみたいな状態になっています。 

    その辺の機能も周知徹底的なものは、どんな機能があって、例えば８時以降は打ち

込めませんよ、８時 15分以降は電話してくださいねとか周知してほしいと思います。

担任が目の前で８時 15分、20分に出席調べするときに、その後もどんどん入ってい

る現状が実はありまして。もうそういう機能的な周知徹底、管理職に対してのそうい

うのはどうなっているのかなという気がします。 



（市） 多分、今おっしゃっていたのは、最初に設定されているような状態ですけども、そ

れをその当該校は変更されたということだと思います。このすぐーるの機能に限っ

た編集とか通知というのは今までないと思いますけれども、今、教育イントラの中に、

すぐーるのメニューがありまして、マニュアルを提示したり、ＦＡＱと呼ばれるもの

があったりしております。そういったＦＡＱとかマニュアルとかというのを参照し

ながらやっていただいて、慣れていただくのがいいかなと思います。我々に聞いてい

ただいてもマニュアル箇所は提示させていただきますし、あと、使っている内容もこ

ちらで確認できますので、何かおかしい使い方をしていれば御案内はさせていただ

くようにします。ただ、先ほどの時間設定というところまではちょっと１個１個学校

園で設定していかないと駄目ですので、そういうところまでしませんでしたけれど、

当初は８時に設定させていただいておりました。 

（組） おそらく、管理職もそこまで分かっていないところもいっぱいあって、先ほどその

説明みたいなのをしたことがないとおっしゃいましたよね。 

（市） 事務職員とかに対してはこういう形になりますよ、機能がありますという説明会は、

事務員さんの説明会では資料を作って提示させていただいておりますし、管理職に

対してはその機会があるときには、こういう形にさせていただきますというのはし

ております。あとは通知文等、新しくできましたというような形でやっていますが、

ほぼ個別にメニューもたくさんありますので、分からなければ問合せいただけたら

お話ししさせていただくという形になっています。 

（組） マニュアルでというのは分かりますけど、先ほどからの年度初めに来ていただく支

援員につながると思います。教頭にしろ、管理職にしろ、もう山ほど仕事がある中で

新しいことがどんどん入ってくる。だから、やっぱりどうしてもこぼしているところ

があると思います。できたら、そういうのを支援員の方に教えていただけたらすごく

ありがたい。事務職員の方は多分そういう講習を受けただろうけども、なかなかそれ

を全職員に伝える時間もなかなか難しい状況かなと思いますので、現場では結構そ

れで大変な状況になっていることはお伝えさせていただきます。 

（組） デジタル教科書のアンケートの話が最初に出ましたけど、これは教科指導課が中心

でやられていることなのですね。 

（市） そうですね。 

（組） そのことについては、また、教科指導課に聞いたらいいということですか。 

（市） そうですね。ちょっとデジタル教科書に関するアンケートの中身を我々ちょっと把

握ができておりませんので、お答えのしようがございません。 

（組） 分かりました。デジタル教科書のアンケートがあったことについて、ちょっと１つ

言わせていただくと、デジタル教科書は、例えばうちの学校では一切扱ってないです。

それなのに、デジタル教科書を使いましたか、どうでしたかというアンケートが生徒

たちに一律に下りてきています。これは全く必要のないアンケートですよ。委員会は、

ここの学校はデジタル教科書を使っていないのが分かっているはずだと思います。

だから、ほんとうに必要なのかこの調査はというアンケートもやっぱり来ているの



ではないかなと思います。 

（市） 来月からは学校事務職員のブロック長と係長級の方がいらっしゃるので、教頭先生

とか管理職の方にお願いしたらちょっと負担なので、今おっしゃっていただいたよ

うな御意見、現場からした声がほんとに要るのかとか、この時期にやらないといけな

いのかとか、それぞれの所管の、我々も含めて、立場上どうしてもこの件でこれはお

聞きしないといけないということも当然あるので、全部がなくなるとか、改善される

わけではないですけど、そういった視点で現場から定期的に声を上げていただくと

いうか、特定のこの所管課のこの案内、通知とか照会が来ているけど、ここはどうで

すかとかいう指摘をいただきながら、さらに改善はしていきたいというふうに思っ

ております。 

（組） よろしくお願いします。昨年度から通知通達の年号や、いつ来たかというのがダウ

ンロードで下りてきたときに流れやすいようにしていただき、すごく配慮がされて

いることが自覚しています。調査の中で締め切りのあるものに関しては、最近はいつ

いつ締め切りというのを題名のところまで書いていただいて、送っていただいてい

るなという、そこもすごい実感しています。あれがあると、ずらっと並んでいる中で

ちゃんと目に見えている形になってきていますので、その辺りの改善をずっとして

もらっていることを、我々もずっと意識しとかなきゃいけないと、ぱっと見たら分か

るというのは全然違うので、そういう対応を今度もまた引き続きしていただけたら

なというふうに思います。ありがとうございました。 

（市） ありがとうございました。 


